そして、 だんだん 心 は 広々 と 豊かに なって、 彼の ほ 

ん との 命が 栄え 出す ので あ つ た。 

のどか 

今 も 長閑な 心 持で あたりの 様子 を 眺めて いるう ちに、 

禰 宜様宫 田の 心 は、 次第に 厚みの ある 快 さで 一 杯に 

な つ て 来る の を 感じた。 

そして、 平らかな 閑寂な その 表面に、 折々 I 卞 のよう 

に ポッリ ポッリ と、 家内の 者 達の こと だの、 自分の こ 

とだの が 落ちて 来て は、 やがて ス— と 波紋 を 描いて ど 

こかへ 消えて 行つ てし まう。 

沼で 一番の 深み だとい われて いる 三本 松の 下に、 こ 

れも釣 をして いるら しい 小さい 人影 を 見る ともなく 見 



では どうな つたろうと 思つ てい た を こっそり 

ちょう 【# ママ； - 

牒 し 合わせて、 見付からない ことにして しまつ 

た。 

「オイき つと 黙って ろな、 え？ 

ええけ、 きっと だぞ ！」 

皆に 拳固 を さしつけられた 禰宜 様宫田 は、 部屋の 隅 

の 方で コソ コソと 身 仕度 をした。 

そして、 大切そう に 皆に 取り巻かれ、 気分 もよ ほど 

よくな つたら しい 面持ち をしながら、 家からの 迎え を 

待って いる 若者 を 眺めてから、 愛く しみに 満ち 充 ちた 

心 を 持って、 裏口から 誰も 気の 付かない うちに、 さつ 



ら、 彼の 体中 を 歩き まわる。 

ソク ソクソ クソク という 足元から、 悲しい 寂しい 心 

持が 湧き出して、 禰 宜様宫 田の 心 も 体 も 押し 包んで し 

まう ので ある。 

そして、 ときには 瘠せ 犬が 自分の 心の 持主な のか、 

または 自分が、 その 瘠せ 犬の 主な のか、 よく 分らな く 

なって しまう ほど、 追い払っても、 追い払っても、 ま 

た 戻って 来る みじめな、 瞬く間に 自分の 心 を 耄碌 させ 

てし まいそうな 辛 さが、 彼の 心 を 苦しめた ので ある。 

けれども、 有難い ことに は、 昨日の あの 瞬間から I 

I 彼が 泣き伏しながら 拝みたい 心 持に なった ときから 



という 愛情に 満ちた 鼻声が 一緒にな つて、 晴れた空に 

響いて 行く。 

娘の まきと、 さ だに 守り をされ ながら、 六の 小さい 

裸足の 足音 は 湿りけ の ある 地面に 吸い つくよう な 調子 

で、 今 来て 肩に つかまつ たかと 思う と、 もうあつ ちへ 

ョ チヨ チ とかけ て 行く。 

「ァ、 六。 

そげえ なと， j さえぐ でね えぞ。 

血 もん もが 出来て ああいて いてに なん ぞ、 な。 

こっち やて、 ほうら 見、 とつと がまん ま 食って んぞ 

おうめえ うめえ てな …… 」 



心の 内で びっくりしながら、 まき やさ だは 番頭が 厭 

な 顔 をす るの も 平気で、 真正面に 突っ立った まま、 不 

遠慮に その 顎のと が つ た 顔 を 見守 つてい る。 

禰宜様 宫田は 行きた くな か つ た。 

そんな 立派な 家へ、 何も 知らない 自分が 出かけて 行 

くの は 気 も 引けた し、 何 かやる やる と 云われる のに も 

当惑した。 

「俺ら ほんに は あお 使えいた だいた だけで、 結構で ご 

ざリ やす 

なん 

. 可 も そげえ て 

そんに 決して 俺ら の 力ば つか じゃあ) J ざり ましね え 



ち つ とも 不当な 態度 だと 思わな か つたの みならず、 彼 

女が ほのめかす 通り、 お礼な ど を 云われる の はもった 

いない こと だと 思って いたので ある。 

お前 さま は 海老 屋の御 隠居で あらつ しゃる。 そんに 

は あ 俺 あ こげえ な 百姓 づ れだ。 そ ， J にもう 絶対的な 或 

る もの 禰 宜様宫 田に と つ て はこの 上ない 畏怖と 

なって 感じられた、 両者の 位置の 懸隔 —— を 認める こ 

とに、 馴 されきって いるので ある。 

何 を 云われても、 彼 はた だ ハイ、 ハイと お辞儀ば か 

り をした。 

一通り 云う だけの こと を 云う と、 年寄り はもった い 



では うちにす つかり 蹴落されて、 目に 見えて 落ちて 行 

く。 その 当人に なって みれば、 噓 にもお 世辞に もよ く 

は 思えない の も 無理 はな い。 それが こわくて 何が でき 

よう。 

さわ.. こリ 

先だって 三 綱 橋のお 祝いのと きに も、 佐 渡の 御 隠居 

が あんなに わいわい 云った つて、 や はり 寄附 金が 少な 

かった から、 見た ことか、 ああ やって 私より は 下座へ 

据えられて、 夜のお 振舞いに だって 呼ばれ はしない。 

町会 議員 を 息 子に 持って いると 威張った ところで、 

いざと いう ときには どうせ、 私の 敵 じゃあな いわい。 

今の 世 じゃあ、 金 さえ あれば どんな 無理 も 通せる と 



いう もの、 現に 佐 渡り 〔# 「佐 渡り」 は ママ〕 の 議員 

だって、 買った も 同様の 札で 当った の だとい う じゃあ 

，！ L 、 3 。 

るレカ 

もの は 方便、 金が もの 云う 時世に 生れて、 変にお か 

たいこと を 云う の は、 馬鹿の 骨頂 だ。 

何とか彼とか 理窟 をつ けて、 溜めたくない ような ふ 

り をして いる 者のお 仲間入り をして いられる ものが。 

何と 云われた つて かまわず ド シドシ 溜れば、 それでい 

いの だ。 ああ それでい いの だと も …… 。 

どんな 僅かの 機会で も、 決して 見逃す ことのない 彼 

女 は、 幾分 かの 利益が 得られそう だとなる と、 どんな 



忙 がしに 働いて いながら、 どういう わけ かおば あさん 

の 頭から は、 どうしても 禰 宜様宫 田の ことが、 離れな 

ヽ o 

レ 

「妙な 男 だ わえ …… 貧乏人の 分際で …… 金 …… 何に し 

ろ 遣ろうと 云う の は 金なん だから！」 

汗 を 拭き 拭き 年寄り は、 

「おい 重、 お前 あれ を 知って るんだろう。 

あり や あ 一 体 どうした 男なん だね」 

などと 訊いた。 

「へ …… 

どうも、 」 



だんだん 聞いて、 出された 金 包み を 戻して 来たと 

知 つた ときには、 

「まあお 前が …… まあ 返して 来たつ ちゅうけ え！」 

お 石 は、 腹の しんが 皆 抜けて しまった ように、 落胆 

した。 暫く ポ カンと した 顔で 亭主 を 見て いた 彼女 は、 

やがて 気 をと りなお すと 一 緒に、 今まで 嘗て こんなに 

怒った こと はない ほどの 激しい 憤り を 爆発 させた。 

半，' 夢中に なって、 彼 を まるで 猫 や 犬の ように 駡リ 

散らしながら、 自分の 前 かけや 袖口 を 歯で ブ リブ リと 

嚙み 破る。 

訳が 分らな いで 怒鳴り つ けられたり 擲 たれたり して、 



礼 を 突 返し て 来たと いう こ と II 無能力者 の 僭越 —— 

によって、 非常に 自分の 誇り を 傷 けられた と 感じた。 

ちょうど、 大変 自尊心の 強い 先生が どうかし たはず 

みで 目に もとめて いなかった 生徒に、 遣り こめられた 

ときの ような、 何とも 云いよう のない 混雑した 心 持 を 

形式 こそ 違え、 お 石 も 感じて いたので ある。 

そして、 一 層 その 金 包みに 愛着 を 感じた。 

指 一本 触らずに 置いて 来た 金 包みのう ちに、 彼女 は 

自分 等の 永久 的な 慰 楽が 包蔵 さ れ ていたよ うな 心 持が 

して、 禰宜 様宮田 はまる で 聖者の 仮面 を 被った 悪魔、 

生活 を 破壊 させ、 堕落 させようと 努めてば かりい る 悪 



それ を 聞いて、 真 先に 怒鳴り 出した の はお 石で ある。 

ども 

憤りで ブル ブルと 声 を 震わせ、 吃りながら、 番頭の 

前へ ずり 出して 嚙 みつくよ うに 叫んだ。 

サ あ 二 

「云う 事う にも ことう 欠え て、 まあ 何ん たらことう 吐 

くだ！ 

れっき 

何ぼう は あ 貧乏し てても、 もと ぁ歴 として 禰宜様 

の 家柄で からに、 人に 後 指 一本 差さつ ちやことの ねえ 

つか 

と つ さん 捕め えてよ くもよ くも 

ほで え 

よくもよ くも そげえ な 法 体 もね えこと を 吐かして け 

つかる！ 

可、 ま う，^ あ」 



ことに よれば 訴えな さるまい もんでも な い。 

疑い を かけられる くらい、 人間 恐ろしい もの はない 

からね。 

すっかり 身の 証 も 立てて、 御 隠居の 考え も 通させ 

た 方が、 どう 考えても 得策 だね」 

訴え！ 訴え！！ 〔# 「！ ！」 は 横 1 文字、 1-8-75〕 

哀れな 夫婦の 耳元で、 訴えの 一 言が 雷の ように 鳴り響 

いた。 

無智な 農民の 心 を 支配して いる 法律に 関する この 上 

ない 恐怖が、 彼等の 頭 を搔き 乱した ので ある。 

道理の 有無に 関らず、 彼等 を 一 竦みに 縮み 上らせる 



の は、 訴えて やる ぞ という 言葉で ある。 

まるで 証拠の ない こと を、 若し 若旦那が、 ええ 誰か 

が 後から 突 落した の を 知 つ ています とで も 云えば、 

いったい 俺等 は 何で、 そうでな いという 明し を 立てる 

の だ。 

ひど 

調べられる とき、 酷い 目に でも 合わされて、 苦しま 

ぎれ に 夢中で そうだと でも 云 つ たら、 どう すれば い い 

のか。 

訴え、 恐ろしい 訴え —— それ も 自分の 方に は 何の 強 

み もな さそう に 思われた 訴え —— が、 すぐ 目前に 迫つ 

て いる こと を 思 つ た 禰宜康 .f 呂田 は、 もう 何 を どう 考え 



して、 海老 屋 から 押しつけられた —— は、 小高い 丘と 

丘との 間に 狭苦しく 挾み こまれて、 日当り の 悪い 全く 

の 荒 地と いう ほか、 どこに も 富饒な 稲の 床と なり 得る 

らしい 形勢 さえ も 認められない ほどのと ころであった _ 

破産まで させられて、 自棄に なった 彼の 前の 小作人 

が 半ば 復謦 的に 荒して 行った の だ ともいう、 石つ ころ 

だらけの、 どこから どう 水 を 引いたら い いの かも 分ら 

ないように、 孤立して いる 田地 を 見た とき、 禰 宜様宮 

田 は 思わず 溜息 を洩 した。 

いったい どこから 手 を 付ければ、 こんなに も 瘠せ 

きった 原っぱの ような 田地 を、 少く とも 人並みの もの 



どうしても 負けて もらわなければ 仕方がなく なった 

禰宜 様宫田 は、 年貢 納めの 数日 前、 全く 冷 汗をかきな 

がら 海老 屋 へ 出かけて 行く 決心 をした。 

小作 をして、 おきまり 通りち やんちゃん 納められる 

ものが、 十 人の 中で 幾人い る、 何も 恥 かしい ことじ や 

あない、 平気で ごぜ、 平気で ごぜ。 尋常な こったと 云つ 

て いられる お 石の 心 持 を 半ば 驚きながら、 彼 はいろ い 

ろと 云い 訳の 言葉な ど を 考えた。 

あの 年寄が こんな- J と を 願 いに 行った とき いたば か 

りで、 何と 云う かと 思った だけで さえ、 足の 竦む よう 

な 気の する 彼 は、 せめても のお 詫びの しるしに と、 新 



らず、 却って 彼等 は 事件の 結果に 何の 責任 も 持たない 

からよ けい 禰宜 様宫 田の 心 を 動かす ような 言葉 を、 口 

から 出 まかせ、 行が かりに まかせて 喋る。 

諦めて いた はずの 土地に 対しても、 また 新しい 執着 

—— 強い、 もうあん なに 単純に は 諦め きれない 未練 I 

I を 覚える とともに、 怨みと も 憤と も 区別の つかない 

ように もしゃもしゃした 心 持が 蘇 返って 来て、 禰宜様 

宫田を どのくらい 苦しめて いるの か。 

そういう こと は、 彼の 仲間の 一 人と して 考え 及ぶ 者 

はなかった ので ある。 

慰められ るに つれて、 しんから 底から 自暴自棄に 



力 もし ォな レ 

が、 そうは ならない。 今の 苦し さが 強ければ 強い ほ 

ど、 あのと きの 思い出 は、 はっきりと、 あのと きの ま 

まの 新し さ を もって 浮み 出して 来る。 あのと きの 通リ 

明るく、 暖く 歎いて 行く 自分 を 迎えて くれる ので ある _ 

それが たまらない。 

彼の 心 は、 ただ 土地が 惜しい、 年寄りの 仕打ちが 恨 

めしいと いうば かりで はない、 あのと きの、 あの 歓び 

を 憶い 起す に 耐えない ような 心 持が —— それ だのに ま 

た、 憶い 出さずに はいられない 一 見 矛盾した 感情が、 

自分で どう 自分 を処 していい か 分らない ように 湧き上 



滲み出した 汗 を 拭きながら、 彼 は あたり を 見 まわし 

た。 

すべてが 寂しい。 

滅入る ように 静かな 天地に は、 もう そろそろ 冬の 寒 

くさむら 

さが 争われない 勢 を 見せて、 すがれた 叢 、 音 もな く 

落葉して 行く 木立の 梢 を 包んで 底冷えの する 空気が そ 

こ ともなく 流れて いる。 

やがて は 霜に なろうと する 霧が、 泥 絵 具 の 茶と 緑 を 

-4 る 

混ぜて 刷いた ような 山並みに 淡く 漂って、 篩い かけた 

ような 細かい 日差しが 向う にポ ツネ ンと立 つてい る 

※ぎ 子の 大木に 絡みつ き、 茶色に 大きい 実は、 莢のう 



ちで 乾いた 種子 を カラカラ、 カラカラと 風が 渡る 毎に 

侘しげ に 鳴り わたる。 

，ン 、、一 _ 、、ノ 、？ 

地の 底で 思い出し 思い出し 鳴く 虫の 声 を 聞く ともな 

く 聞いて いた 禰宜 様宮 田の 心のう ちへ は、 また 海老 屋 

のこと が 浮んで 来た。 

r …… なじよ にしたら よか つ ぺ え …… 」 

幾度 考えた とて、 徒に 同じ 埒の中 を 堂々 廻りす る ほ 

力る レ 

彼 は駸々 と 滲み出して 来る 無量の 淋し さと、 頼りな 

さに、 自分の 身 も 心 も 溺れそう な 気がした。 



いい 眼から、 糸 を 引く ように こぼれ 出て、 疎らな 髯の 

うちへ 消えて 行った。 

五 

収穫の 後始末 も あらかた 付いて、 農民が いったいに 

暇になる と、 かねがね 噂の あった 或る 新道の 開拓が、 

いよいよ 実行され る ことにな つ た。 

町の 附近に ある K 温泉へ、 今まで は危ぃ 坂道で 俥 も 

通れなかった の を、 今度 その 反対の 側の 森 を 切り開い 

て、 自動車の 楽に 通る 路を つけようと いうので ある。 



命の 髄 まで 打ち込まれ 打ち込まれした 森の 古老 達 は、 

悲しそう に 頭 を 振り 動かし、 永年の 睦まじかった 友達 

に 最後の 一 瞥を 与えながら 次から、 次へ と 伐ら れ てし 

やどりぎ 

まう。 地 響 を 立てて 横たわる 古い、 苔 や 寄生木の つい 

た 幹に 払われて、 共に 倒れる 小さい 生木の 裂ける 悲鳴 _ 

小枝の 折れる パチパチ いう 音に 混って、 

「南へ よけろ よ ー ッ、 南 ー」 

ドド ー ン とまた どこかで、 かなり 大きい 一本が 横た 

わる。 

パ カツ カツ …… カッパ …… カツ …… パ カツ カツ …… 

せわしい 斧の 妙な 合奏。 



いい ことがある のだろう。 

禰宜 様宮田 は、 人が あまり 損得に 夢中に なって いる 

の ぼ 

ので、 却って 上気せ 上って 自分に ははつ きり 分る 損得 

を、 逆に 取り違えて いるので は あるまい かな どと も 想 

う。 けれども、 もちろん 口に 出して は 一 口 も 云う 彼で 

はない。 黙って まるで 蟻の ように 働く 禰宜 様宫田 は、 

寄り 集り 者の 仲間から、 あつ ぱの宫 田 —— 啞の宫 田 I 

I という 綽名 をつ けられて、 心さえ 持って はいない 

からく リ 

機械、 ちいつ とばつ か 工合の ええ 機械の ように、 ただ 

泥づ かりにな つて 働く ほか 能の ない 人間 だと 思われて 

いたので ある。 



て 下さいと 切り出し たこと は、 お 石に とって 何よりで 

あった。 早速 三人 は、 禰 宜様宫 田の 許し を 乞うた ので 

ある。 が、 お 石 は 彼が 主人で あると いう 名に 対して 

とった 一種の 形式な ので、 若し 彼が いけない と 云った 

ところで、 自分が I 追ろうと いう 決心 は ど ， ，- まで も 貫徹 

させる つもりで は あ つたの だ。 

話の 模様で は 大変い いらし い。 

しきた 

けれども 町の 様子 や、 そういう ところの 仕来りな ど 

を 皆目 知らない 禰宜 様宮田 は、 責任 を もって 判断 は 出 

来なかった。 

「俺ら、 おめえ 等に 指図 あしかね る。 



弱点で ある 正直な どこまでも 控目 勝ちな ところ を 彼等 

は、 どしどしと 利用す るので ある。 

利用す るとまで はっきり 意識し ないでも、 皆が あま 

り ぞっとし ない こと を、 禰 宜様宫 田のと ころへ さえ 

持って行けば 遣って くれる から、 どうしても 彼に 押し 

つける ようになる。 

度 重る につれ て、 だんだん 遠慮の なくなった 彼等 は、 

このごろで はまつ たく 彼 を 使う。 どこか で 勢力 を 張ら 

ないで はいられない 彼等 は、 ただ 一 人の 禰宜様 宫田を 

対照と して、 各自の 自尊心 を 満足させる ので ある。 

ちょうど、 たくさん いる 小 K の 中で も、 どっち かと 



けれども、 そうは 出来ない 彼 は、 また 自分の 心が そ 

ろラ ちラ 

れを 望んで いるの だと は 気づかない 彼 は、 老耄 が、 も 

う 来たと 思った。 が、 それ を 拒む ほど、 彼 は 若くて い 

たく もなかつ たので ある。 

心が いつもい つも 何 かどん よりした、 厚みの ある 霧 

のよう な もので 包まれて いて、 外から 来る いろいろな 

剌戟は 皆 そこに 溜って、 しんまで 滲み 通らない。 

そして、 その どんより した ものの 奥に は、 大変 深い 

寂し さに しっかりと 包み込まれて、 いかにも トロ リと 

した 露の I 卞 のように、 色と いう 色 もなければ、 薫りと 

いう 薫り もない、 ただ あると いう こと だけの 感じられ 



見 わたす と、 彼方の 湯元から 立ち 昇る 湯気が、 周囲 

の 金 茶色の 木立ちの 根元から 梢へ とほの 白く 這い 上つ 

て、 溶け かかる 霜柱が 日 かげの 叢で 水晶の ように 光つ 

て 見える。 

仲間 達の 喋る 声、 鍬の 刃に 石の あたる 高い 響な どが、 

皆 楽しそう に 聞え て 来る。 

禰宜 様宫田 は、 何ともい えず のびのび とした 心 持に 

なって 来る とともに、 また 自分の 心の奥に ある 露の I 卞 

のよう な ものへ、 自分の あらいざらいが 吸い こまれて 

行く ような 気がし 出した。 

ぼんやり 眺めて いる 眼に は、 すべての 物象が 一 面に 



動いて 行く。 

この 力— ブ さえ 曲れば、 もうお 終いだ という 心の 緩 

みと、 労力の 費され ない 気安 さとで、 下らない お喋り 

に 有頂天に なって いる 者 達の 胸 は、 ただ 義務的に 柄に 

触れて いると いうに 過ぎな か つ た。 

いきもの 

まるで 生物の ようによ く 転る 口— ル について、 人々 

が 今、 力— ブを 廻りき ろうとした ときで ある。 

突然 怯えき つた 絶叫が、 仲間の 中から 起った。 

「アツ！ 人！ 人！！ 〔# 「！ ！」 は 横 1 文字、 1-8 — 

75〕」 

ハツと たじろぐ 瞬間、 抑えても ない 口 ー ルの柄 は 彼 



等の 胸から 離れた。 

n 口 n n n d …… 

一 層 惰力の つ いた 口 ー ルは、 

「石！ 早く 石、 石 早く 突 支え！」 

と 云う 叫びが まだ 唇 を 離れない うちに、 今の 今まで 

見えて いた 人の 寝姿 を 押し隠して、 陰気に 重々 しく 二 

三度 ゴロ ッ、 ゴロ ッと 揺り返した。 

そして、 もう それつ きり 動く 康子は 見えなかった。 



同じような 生活 をして いた。 

目を覚 した ときには、 お 石 はもう 大抵 留守に なって 

いるし、 遊び 疲れた 彼が 炉傍 でうた たねして しまう 頃 

までに 彼女 は 帰って来ない 方が 多い。 

学校へ も 行かず 叱りても 持たない 彼 は、 彼の 年の 持 

つ あらゆる 美点と 欠点の) ，- ちゃ ごち やに 入り 混 つ た暮 

し をして、 或ると き は 大変い い 子で あり 或ると きは大 

変 悪い 子で ある 六 は、 貧しい 部落 中 でも 貧しい 者の 子、 

鎂け のない 子と 目され ている ので、 彼の 友達に なって 

くれる もの はない。 

たまにあった としても、 学校で 教わって 来た 字 を 書 



のよう な 尻尾 を 持って いた 時分に —— 部落の 年寄 達 は 

きっと こういう 言葉 を 使 つ た。 —— 巨人が 退屈 まぎれ 

に 造った の だとい う S 山 を 正面に、 それから 左右に 拡 

が つ て 次第 次第に 高く 立派に な つ ている 山並みに 囲ま 

れた 盆地の ところどころに は、 緑色 を たっぷり 含ませ 

た 刷毛 をシ ュッ、 シ ュッ、 シュッ と 二三 度で 出来 上つ 

たような 森 や 林が 横たわつ ている。 

いつも 何 か 大した 相談 事 をして いるよう に、 きつち 

リ 集まって いる 町の 家々 の 屋根に は、 赤い 瓦が 微かに 

光り、 遠い ところから 毛 虫の ような 汽車が 来て はま 

た 出て 行く。 



ある。 

やがて、 日が だんだん 山に 近くな つて、 天地が 橙，. 

色に 霞み 山々 の 緑が 薄い 鳩羽色で 包まれ かける と、 六 

は 落日に 体中 照り 出されながら、 来たと は 反対の 側か 

ら山を 下りる。 

すみれ 

そして、 董が 咲き、 清水が 湧き出す 小 溝に は 沢蟹の 

這い まわる あの 新道 を 野道へ 抜けて ブラ ブラと、 彼の 

塒 に 帰る のであった。 

町で はこの 一力 月 ほど 前から、 —— 町 架空 索道 株式 

会社と レぅ も。 ■ カ丄； ^しく 組 織され て、 町外れに、 停留 

場と でもい うの か、 索道の 運転 を 司りながら、 貨物の 



しとやかな 含み声の 閑古鳥の 声が、 どこから か 聞え 

る。 

き づ た 

常春 藤が 木の 梢からの び 上って 見上げよ うとし、 と 

ころ どころ に 咲く 白百合 は、 キラ キラ 輝きながら 手招 

きをす る。 

六 はもう、 得意と 嬉し さで 有頂天に な つ てし まった。 

世界中が 俺の 臣下の ように 畏 こま つ て 並んで いる。 

今こう やって、 鳥より 楽に、 素晴 しく 空 を 歩いて い 

る 俺、 たった 一 人の この 俺！ 

ス 1 ス— ス— ス— 

王者に なった ような 心 持で いる 六 をのせ て、 綱 はだ 
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• 表記に ついて 

• 本 文中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (K 外字) 

J 

が 使われて いる。 



※の 根 を 乾かしながら、 

乾いて 行く※ の 根から 静かに あたりに 漂って いた。 桜 

第 3 水準 1,85-68 ※共が 首を延 すたん びに、 

※が は あおつ かねえ と は …… 雞 

むし 

第 3 水準 1,93-66 胸を搔 き※ られ るよう な撐 

第 4 水準 2,78-12 ※ぎ 子の 大木に 絡みつ き、 皁 

第 3 水準 1-88,64 



